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「朝食は王様のごとく・・・」 

紫雲寺小学校長  土田志津子 

  

 風薫る 5 月。水面をきらきらと輝かせている田んぼ、遠くに残雪の飯豊山、５月の紫雲寺もすてき

だなぁと思いました。レンギョウと桜が一緒に咲いた４月でしたが、あっという間に初夏のような季

節になりました。おかげさまで、学校の田植えも無事終了しました。JA 北越後の石黒さん、鈴木さ

んや地域の入倉さん、PTA 役員の方々、５年生の保護者のみなさんのご支援をいただき、５年生がコ

シヒカリと紫米の苗を植えました。秋の収穫まで、地域の方々にアドバイスをいただきながら５年生

が稲の観察や世話をしていきます。５年生には、毎日食べている米の作り方くらいは日本人として知

っていてほしいし、日本の食の事情、農業の現状などにも目を向けてもらいたいと思います。総合的

な学習の時間や社会科の学習では限界もあるでしょうが、食を大事にすることと命を大事にすること

は同じだと、将来を担う子どもたちに実感してほしいと願っています。 

  

５月の全校朝会に、３H 人間の Health の話をしました。始業式で、子どもたちに３H 人間を目指

そうという話をしましたが（３H は、Health（健康な体）、Head（考える頭）、Heart（優しい心）の略）、今回

は、３つの中で一番大事な H は、Health という内容です。 

子どもたちに、健康な体づくりに関するクイズを出しました。 

＊＊した子どもたちのテストの平均は、国語 64 点・算数 68 点、 

＊＊しない子どもたちのテスト平均は、国語 44 点・算数 51 点。さて、＊＊は何でしょう？ 

子どもたちは、宿題とか早寝早起きとか考えてくれましたが､正解は、朝食を食べた子と朝食を食

べない子でした。 

この数値は、３年前に実施された「全国学力、学習状況調査」での学力と朝食の関係からのもので

すが、学力調査での結果だからというだけではありません。朝食は、脳の働きと関係があるのです。

朝食は脳にエネルギーを送るという大事な役目をもっているのです。わたし達が眠っている間も、脳

は働き続けています。しかも、脳のエネルギー消費量は全体の約 1/5 を占めます。ですから、朝起き

たとき、脳は、ガス欠状態になっています。そこで、朝食をしっかり食べることで、脳にエネルギー

をしっかり送れるという訳です。 

 西洋に「朝食は王様のごとく、昼食は王子のごとく、夕食は貧者のごとく」ということわざがあり

ますが、まさに、「朝ごはん」は、大事な大事な食事です。これからも、朝からエネルギー満タンの子

どもたちが、活発に活動できるよう、ご家庭でのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

教室には、子どもたちが考えた健康な体づくりのためのめあてが掲示されています。「好き嫌いしない」、「早寝早起

きをする」、「家の周りを３周走る」、「野菜を食べる」､「元気よく遊ぶ」等々です。 

どれも体づくりのためには大事なことばかりです。子どもたちには、自分で決めたこれらのめあてを是非頑張っても

らいたいと思っています。 



学力向上に向けての取組 

                     研修部 

 

 今年度、紫雲寺小学校では、一人ひとりに確かな学力を付けることを最重点課題として取り組みます。ここで

は、学校の学力向上策の中から４点についてお知らせします。 

 

１ 学習規律～中学校区の学習３原則を基本に！ 

○しっかり聞く。～目と耳と心でしっかり聞く。 

○時間を守る。～授業開始時刻には、教科書・ノートを開いて待つ。もし、先生が遅れてくることがあ

れば、教科書を読んで予習や復習をして待っている。 

○学習用具の準備をする。～忘れ物をしない。次の時間の準備をして、休憩時間に入る。 

  学習規律がしっかりと身に付いていないようでは、学力向上は望めません。親からもらったせっかくの能

力も宝の持ち腐れになりかねません。そこで、紫雲寺中学校区では統一して身に付けさせたい学習規律を上

記の３点に絞り小学校１年生から指導していきます。また、学習規律を身に付けることは、社会で生きてい

くルール学ぶことに他なりません。そういった意味で、とても大切な指導事項です。 

 

２ 家庭学習の習慣化 

基本原則「読み」「書き」「算」については、毎日宿題を課す。土日も。 

（昨年の様子） ○「読み」について…音読 国語に限らずいろいろな教科  時間：5～10 分 
○「書き」について…漢字練習 熟語 10 語×5～10 回程度  時間 5～10 分 
○「計算」について…計算練習ドリル 1 ページ程度  時間 10～15 分 

   学習には、学ぶ部分とそれを繰り返し練習して確かな力とする「鍛える部分」(漢字や計算等)があると考

えます。せっかく授業で学んでも、繰り返し練習しなければすぐに忘れてしまうのは当然のことです。とこ

ろが、学校の授業時間だけでは十分鍛えるための時間を確保するのが難しいのが実情です。そのため、家庭

学習が大変重要になります。また、家庭学習に継続して取り組むことを通し、こつこつ努力のできる子ども

になって欲しいと願っています。 

 

３ 全校国語・算数テスト、Webテストを活用した学力の定着 

1・2 年生には、月に 1 回「国語テスト」と「算数テスト」を実施し、学力の定着を図ります。90 点以上

を合格とし、不合格者は合格するまで再テストを行います。テストに向けては、「やればできる」という自

信をもたせるよう、また、基礎・基本を身につけさせられるよう、事前に繰り返し練習に取り組ませます。 

３年生以上は、毎月、県が配信する Web テストに取り組みます。出題内容をもとに事前練習に取り組ま

せるとともに、テスト後にはやり直しをきちんと行い、落ち込みの克服を図ります。 

 

４ ｢考えをもつ｣｢考えを深める｣ための授業の工夫～いろいろな学習で 

この項目は、我々教職員の課題となります。「話し合いの質を高める授業のあり方」を研修していきます。 

授業において、自分の考えを述べる場面を設けるようにし、「考えをもつ」ための課題設定の工夫や、｢考

えを深める｣ための学び合いの工夫、既習事項を活用して問題解決する場面の工夫等をしながら授業をつく

っていくことで、指導内容が、「分かる授業」「できる授業」を探ってきます。                  

 

  以上、今年度の学力向上策から特に力を入れていく点についてご紹介しましたが、どの項目についても保護

者の皆様からご理解ご協力をいただかなければ成果は上がらないと考えております。子どもたちの学校生活が

充実したものになるよう全力を挙げて取り組みます。どうぞよろしくお願いします。 



思春期の子どもとどう向き合うか 

 

教務主任 佐久間誠一 

 

 

 

「学校はどうだ？」 

「別に」 

「休みの予定は？」 

「別に」 

話しかけられると不機嫌そうな態度。仕舞いには「うるっせえな」といわんばかり。まともに返事

もせず、無愛想に「別に」と答えるだけ。親とのかかわりを完全に拒絶しているのだ。 

ついこないだまで親にまとわりつき、何でも素直に聞いていた我が子の変わりよう。こんな子ども

の態度に驚き、どう接していいかわからずうろたえてしまう。 

さすがにこんな状態が続けば、戸惑いが次第に怒りに変わってくる。安らぎの場である家庭が妙な

緊張感に包まれ、安らぎの場でなくなっていく。 

「反抗期だから仕方がない」「反抗期だって子どもの成長に必要だ」そんな言葉で自分をごまかし、

いつか収まることを何の確証もなく信じる。「子どもとの関係がおかしくなると嫌だしね。」  「え、

親子って友だちじゃないよ。お前親だろ。」、「老後面倒を見てもらえないと悪いしなあ。」   「え、

そんなこと心配しているの。カッコ悪ッ」などと自分自身葛藤しながらも何も出来ずにいる。腫れ物

に触るように子どもと接する。不機嫌も無愛想も放置している。子どもの発する不機嫌ガスが家中に

充満し、家庭は本来の機能をますます失っていく。 

 

これでいいのか。 

 

いいはずがない。思春期は心が不安定になることはわかる。だが、こんな態度をとっていいはずが

ない。人が人を気遣わないでいいわけがない。思春期だからといって許されるはずもない。そんなこ

とを許していたら、それこそかわいい我が子がおかしくなる。 

 

では、どうするか。 

 

子どもと真っ向勝負。真剣に向き合いそれではいけないことをしっかりと伝える。「そんな態度をと

るのなら、今後一切お金は出さない」なんて発言があってもいいのではないか。この 100 円を稼ぐた

めに、親がどれだけ汗を流し、頭を下げ、つらい思いに耐えたのかを伝えるのも価値あることだろう。 

 

と、作戦を立てているついこの頃である。我が家の不機嫌な子どもたちとの勝負はそう遠くない。 

 

 

 

 

 

 

 

エッセー・コーナー 

 このページは､毎月、学校教職員のエッセーを掲載します。紫雲寺小学校に勤めているわたし達の素

顔の一部を知っていただき､学校と保護者・地域の皆さまとの距離を近づけたいと考えました。 

「同感！」、「新発見！」など気軽に声をかけていただき、話が弾むことを期待しています。 



５月の予定 

１４日（月） 運動会全校練習（３限）、 運動会係児童打ち合わせ（６限） 

１５日（火） 内科検診（１～３年）､  運動会予行練習（２，３限） 

PTA 三役会（18:30～）、  PTA 理事会（19:00～） 

１６日（水） 耳鼻科検診（１～３年）、 内科検診（４～６年） 

１８日（金） 尿検査回収日、 １，２年は給食後放課 

       ３年～６年は、運動会前日準備（５限）     

２０日（日） 運動会 （※雤天時、月曜時程、昼食持参） 

２１日（月） 振替休業 

２２日（火） 運動会予備日 

２４日（木） 職員研修のため短縮５限（14:20 下校） 

６月の予定    １日（金） 全校朝会、 委員会活動、 蟯虫卵検査回収 

            ７日（木） 眼科検診（１～３年）､  口座振替日 

    ８日（金） クラブ活動   

    １１日（月） １年心臓検診 

  １３日（水）～１４日（木）６年修学旅行（佐渡方面） 

１５日（金） ４年校外学習（新潟市） 

＜４月の生活目標＞ 

◎進んであいさつをしよう  
・すすんで「おはよう・さようなら・こん
にちは」を言おう  

・「○○さん」で呼び合おう  
・言葉遣いに気をつけよう  

＜５月の生活目標＞ 

① ろうかは｢はさみ｣（廊下は  はしらず・さ
わがず・みぎがわを  静かに歩く）  

② 各クラスで考えためあて  

◇自分のあいさつの仕方を振り返り、よりよいあ

いさつができるよう、全校で取り組みました。 

・登校班ごとに行った朝のあいさつ運動で、元気

なあいさつや大きな声でのあいさつが増えま

した。 

・相手を大事にする言葉として、「さんづけ」と

「やさしい言葉遣い」を心掛けました。 

◇自分のために・みんなのために気を付けている姿

が当たり前になりました。 

・「廊下ははさみ」を合言葉にして、声を掛け合っ

て静かに歩いています。 

・自分たちのクラスで一番気を付けたいことを話し

合って、みんなで取り組んでいます。 

こんなすてきな「あなたの紫雲寺小学校」にぴったりな行動を見つけました。 

❤新しい１年生が入学してきて、毎朝みんなと一緒に登校班で登校しています。登校班の班長さんは、

初めて通学路を歩く１年生の歩幅やスピードに合わせて歩いてくれています。また、登校班の班長さ

んは、学校に着いてから、１年生が慣れるまで、下駄箱や雤具掛けやロッカーの使い方を教え、机の

中のお道具箱に教科書やノートを入れるのを手伝ってくれました。１年生の初めての学校生活のスタ

ートを支えてくれました。 

❤初めて１年生が給食エプロンを着る練習をした時のことです。まだ慣れていない１年生は、着るのが

大変なのです。特にボタンがきつくて、ボタンに苦労していました。その時に、「がんばれ。がんば

れ。」と温かい言葉を掛けてくれた１年生がいました。みんなの心がにっこにこでほっかほかになり

ました。 


